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消防団員に対するアンケート結果 
※（ ）内は現数に対する回答率 

○アンケート対象者数：６３３名(現数) 

杉並消防団３４０名、荻窪消防団２９３名 

○回答者数：３３５名（５３％） 

             杉並消防団１９１名（５６％）、荻窪消防団１４４名（４９％） 

回答者の内訳は以下のとおり   
１ 性別 

 回答者数（回答率） 

男性 ２５０名（５１％） 

女性 ８５名（５７％） 

 
２ 年代・勤務年数別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 階級別 
【杉並】 【荻窪】 

階級（現数） 回答者数（回答率） 階級（現数） 回答者数（回答率） 

副団長以上（７名） ７名（１００％） 副団長以上（６名） ６名（１００％） 

分団長  （９名） ９名（１００％） 分団長  （８名）  ６名（７５％） 

副分団長（３０名） ２３名（７６％） 副分団長（３０名） ２５名（８３％） 

部 長 （６２名） ３９名（６３％） 部 長 （５３名） ２５名（４７％） 

班 長 （７０名） ４８名（６９％） 班 長 （４８名） ２７名（５６％） 

団 員（１６２名） ６５名（４０％） 団 員（１４８名） ５５名（３７％） 

 

【年代】 回答者数（回答率） 【入団年数】 回答者数（回答率） 

１０代 ６名（４６％） ５年未満 ９９名（４６％） 

２０代 ２８名（４５％） ５～１０年 ４８名（５０％） 

３０代 ２２名（４４％） １０～２０年 ８４名（５４％） 

４０代 ５１名（４０％） ２０～３０年 ５０名（５５％） 

５０代 １０８名（５８％） ３０年以上 ４７名（５２％） 

６０代 ９７名（６２％） 未記載 ７名（１％） 

７０代 ２３名（６８％）   



１ 首都直下地震について

81%

19%

首都直下地震に対して切迫感はありますか？

いいえ

38%

62%

地震発生時消防団員として活動する
自信はありますか？

はいの回答内容

①訓練してきたから 38名
②とるべき行動がわかる 45名
③地域住民との団結力 36名
④その他 8名
団員としての責任感から等

いいえの回答内容

①活動に自信がない 49名
②訓練が不十分である 87名
③参集できる団員が少ない 59名
④その他 13名
家族が気になる、地震の被害イメージが想像できないなど

はい

２０８名

いいえの回答内容
①首都圏で震度５弱以上の地震はあまり発生していないから12名
②関東大震災から100年以上過ぎても発災していないから9名
③何となく切迫感は感じない35名
④その他・・・対策はしているので心の準備ができている。

地震の予知はできないから等７名

はい
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２７２名

６３名

１２７名
いいえ



２ 首都直下地震に備えた活動能力
の向上方策について

92%

8%

首都直下地震に備えた特段の訓練の必要性

必要ないの回答内容

①現行の訓練で対応できるから 11名
②震災に備えた特段の訓練がわからない 12名
③その他 参集できるかわからない等 4名

29%

55%

16%

首都直下地震に備えた特段の訓練の必要性

①可搬ポンプ中継の長距離放水訓練62名
②基本的なホース延長及び放水 73名
③スタンドパイプからの放水訓練57名
④その他
地域住民との連携や情報共有７名

①倒壊建物からの救出 131名
②傷者の救護及び搬送 144名
③消防隊と連携した救助150名

①応急救護訓練 33名
②住民の避難誘導 48名
③町会との連携訓練 44名
④その他
無線訓練、発災時の初動対応訓練

8名
※各訓練項目

複数回答可

救助訓練

消火訓練その他の訓練

必要

必要ない
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３０８名

２７名

消火訓練
１３４名

その他の訓練
７５名

救助訓練
２５７名



３ 行事・訓練等の改善について

91%

9%

合同点検を実戦的訓練に変更することに賛成か

反対の回答内容
①部隊検閲・礼式が重要だから 11名
②変更するとさらに負担が増えるから 18名

２８８名

反対
※未回答者
18名を除く

29%

43%

28%

参加しやすい訓練とはどのような訓練か

※その他意見
・無駄時間がない訓練、やりがいのある訓練
・様々な曜日、時間等多様な設定

世代に応じた訓練

短時間の訓練

勤務地及び居住地から近
い署所、場所での訓練
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２９名

賛成

９４名

１４４名

９７名



0% 50% 100%

平日

土日祝

23(26%)

215(71％)

24(28%)

53(17%)

40(46%)

37(12%)

午前中 午後 夕方以降

訓練に参加しやすい曜日(全体)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

訓練に参加しやすい曜日

平日 土日祝

※希望日→水曜日と土曜日等の複数回答及び
曜日希望のない回答者は除く

６１(２６％)

訓練に参加しやすい時間帯
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※複数回答可

１７８(７４％)



0% 50% 100%

平日

土日祝

3(12%)

21(41%) 16(31%)

19(76％)

14(28%)

午前中 午後 夕方以降

25%

32%

16%

19%

8%

新人団員の希望訓練
(入団5年未満) ５８名

※複数回答可
操法訓練

放水訓練

資機材取扱訓練
救助訓練

応急救護訓練

訓練に参加しやすい時間帯

3(12%)

※複数回答可
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２０名

２６名

１５名

１３名

６名



32%

32%

14%

11%

11%

新人団員の希望訓練
(入団5年未満、３９歳以下) ２２名

※複数回答可
操法訓練

放水訓練

４名

９名

応急救護訓練

0% 50% 100%

平日

土日祝

0

6(46%)

0

5(38%)

10(100%)

2(16%)

午前中 午後 夕方以降

訓練に参加しやすい時間帯

※複数回答可
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９名

救助訓練

資機材取扱訓練

３名

３名



0% 50% 100%

平日

土日祝

3(20%)

15(39%) 11(29%)

9(60％)

12(32%)

午前中 午後 夕方以降

21%

33%17%

23%

6%

新人団員の希望訓練
(入団5年未満、４０歳以上) ３６名

※複数回答可操法訓練

放水訓練

資機材取扱訓練
１７名

応急救護訓練

訓練に参加しやすい時間帯

3(20%)

※複数回答可
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救助訓練
９名

１２名

１１名

３名



12%

28%

28%

30%

2%

女性団員(入団５年以上)の希望訓練 ４１名
※複数回答可

※その他意見
・インフラ停止中の対応訓練

操法訓練
放水訓練

１４名

１４名

応急救護訓練

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

土日祝

5(39%)

18(45%)

2(15%)

12(30%)

6(46%)

10(25%)

午前中 午後 夕方以降

※複数回答可
訓練に参加しやすい時間帯
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６名

救助訓練

資機材取扱訓練

１５名

１名



12%

20%

19%

44%

5%

女性団員(入団5年未満)の希望訓練 ４０名
※複数回答可

操法訓練

７名

１１名

救助訓練
応急救護訓練

0% 50% 100%

平日

土日祝

8(27%)

16(44%)

6(20%)

9(25%)

16(53%)

11(31%)

午前中 午後 夕方以降

※複数回答可

訓練に参加しやすい時間帯
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放水訓練

１２名

資機材取扱訓練

２６名

３名



４ 消防団効率化による負担軽減について

75%

25%

軽量化が必要だと考える資器材はあるか

軽量化が必要な資機材

①可搬ポンプ(台車含む) 122名
②ホース 112名
③ノズル 60名
④その他 油圧器具など 15名

ある

ない

※複数回答可

86%

14%

消防隊が使用している反動力が大幅に軽減さ
れるガンタイプノズルの配置を希望するか

・ガンタイプノズルを配置し
接続するホースは50mmホース
のネジ式でも配置を望むか

は い→189名(76％)
いいえ→  60名(24%)

いいえ４１名の内訳
①操作が難しそう 11名
②習熟まで時間がかかる 17名
現配置のノズルで十分 13名

はい２４９名の内訳

２４９名

いいえ 未回答者４５名を除く
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未回答者２６名を除く

２３３名

７６名

はい

４１名



消防団使用の６５mm管そう

諸元性能
項 目 数 値 等

ノ ズ ル 口 径 ２１ｍｍ
放 水 量 毎分約５００
飛 距 離 約３０ｍ
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水がのったホース１本の重量は
６５mmホース約６５．０ｋｇ(空の状態で約８ｋｇ)



消防隊使用のガンタイプノズル
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水がのったホース１本の重量は
５０mmホース約４０．０ｋｇ(空の状態で約５ｋｇ)

媒介金具を使用


